
こ
の
広
報
紙
は
、
大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

爆
発
後
、

日
に
か
け
て
、
ロ
ー
ド
ス

イ
ー
パ
ー

台
、散
水
車

台
が
出
動
し
、

降
灰
の
除
去
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

人と物がひっきりなしに行き交った 鹿児島港本港区（昭和 年代撮影）

こ
の
写
真
が
撮
ら
れ
た
こ
ろ

は
、
本
港
区
の
あ
た
り
は
活

気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
離

島
航
路
や
垂
水
航
路
の
発
着

場
だ
け
で
は
な
く
、
中
央
卸

売
市
場
、
製
材
所
、
セ
メ
ン

ト
工
場
な
ど
物
流
や
工
業
の

拠
点
も
あ
っ
た
た
め
、
人
と

物
が
忙
し
く
行
き
交
っ
て
い

ま
し
た
。
鹿
児
島
駅
か
ら
は

引
込
み
線
が
延
び
、
貨
物
車

が
港
の
す
ぐ
横
を
走
っ
て
い

た
ん
で
す
よ
。

こ
の
後
、
港
は
南
へ
と
広

が
っ
て
い
き
、
た
く
さ
ん

あ
っ
た
製
材
所
が
谷
山
の
旧

木
材
港
区
へ
、
垂
水
航
路
が

鴨
池
港
区
へ
と
移
転
。
中
央

卸
売
市
場
も
魚
類
市
場
と
青

果
市
場
に
分
れ
て
そ
れ
ぞ
れ

現
在
地
へ
と
移
転
。
本
港
の

付
近
は
だ
ん
だ
ん
静
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和

年
ご
ろ
か

ら
再
開
発
が
始
ま
り
、
新
し

く
埋
め
立
て
ら
れ
た
場
所
に

か
ご
し
ま
水
族
館
や
ド
ル

フ
ィ
ン
ポ
ー
ト
、
ウ
オ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
パ
ー
ク
が
で

見守りはまずは家族。

でも、昼間に家族がいな

いときは近隣住民で見守

る。これが地域見守り活

動の基本です 先日、取

材先でうかがった話です。

自助・共助・公助と言われますが、日ご

ろの ご近所付き合い の大切さを改めて

教えられました。

かごしま 市民のひろば 年 月 号
ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

パース市のリサ・スカフィ
ディー市長を団長とする親善訪
問団が来鹿。滞在中、記念式典
や桜の記念植樹式の参加、市立
玉龍中・高校訪問などの交流を
通して新たな友好の絆を深めま
した。

昨年 月に平川動物公園で誕生した初の 世コアラの赤ちゃんを
ヒカリ と命名。希望の 光 として期待が込められた赤ちゃんコ

アラの今後の成長が楽しみです。

維新ふるさと館内に、
閉館した篤姫館の御鈴廊
下や篤姫の居室セットな
どを移設し、一般への公
開を開始しました。

月

日

こ
ん
に
ち
は
。
ヒ

カ
リ

で
す
。
わ
た
し
に
会

い
に
き
て
ね
。

月 日 姉妹都市盟約締結 周年・パース
市親善訪問団が森市長を表敬訪問

テレビ（ 分）
月 日（日） 時 分
・山本さんがゆくホットかごしま

グリーン・ツーリズムって何だろう
市長が出演し、グリーンツーリズムの取
り組みなどを紹介。ぜひご覧ください
月 日（日） 時 分
・市民のひろば

エコを手軽に学ぶ・楽しむ かごしま
環境未来館
月 日（日） 時
・ぐっとグッドかごしま

低炭素社会へ 電動アシスト自転車 電
気自動車のススメ
テレビ（ 分）
毎週金曜日 時 分

・かごしま元気
子育てや生活に役立つ情報満載
ラジオ（ 分）
月 日（土） 時 分
シティ ・かごしまンドリーム
ラジオ（ 分）

ラジオ 毎週日曜日 時 分
かごしま 毎週月曜日 時 分ごろ

シティ 毎週月曜日 時 分
毎週水曜日 時 分ごろ

【広報課 】 鹿児島市漁業協同組合
組合長 酒匂 辰美さん

き
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
憩
え

る
新
し
い
に
ぎ
わ
い
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
た
本

港
区
で
す
が
南
ふ
頭
に
は
昔

の
港
口
に
立
っ
て
い
た
赤
灯

台
が
そ
の
ま
ま
の
場
所
に
、

北
ふ
頭
に
は
新
波
止
一
丁
台

場
が
残
り
、
今
で
も
昔
の
名

残
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。
昔

の
活
気
あ
ふ
れ
る
港
の
姿
を

知
ら
な
い
人
に
も
本
港
区
の

歴
史
を
知
る
場
所
が
残
っ
て

い
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

月

日

昭
和
火
口
が
活
動

再
開
以
来
、
最
大
の
噴
火

月 日 維新ふるさと館に篤姫館展示物を移設


